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みんなのかんきょう 72
写真：ふるさと環境フェア 2019

節水・節電がんばります
電気をこまめに消そう
エアコンのむだづかいをしない

みんなが３R をまもってくれますように
ポイ捨てをなくそう！
食べ物をムダにしない！

エコバックを持ち歩くようにしよう
ゴミを減らして空気がきれいになりますように！
プラスチック製品などの再利用をする

未
来
の
木

生き物を守るために自然をきれいにしよう！
水がきれいになりますように
海を守ろう

み
ん
な
の
か
ん
き
ょ
う 
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「
ふ
る
さ
と
環
境
フ
ェ
ア
」
の
概
要

県
で
は
、
展
示
や
体
験
を
通
し
て
、
県
民
に
福
井
の
環
境

を
守
り
育
て
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
て
も
ら
う
機
会
を
提

供
す
る
た
め
、
企
業
・
団
体
の
皆
様
の
協
力
を
得
て
、「
ふ

る
さ
と
環
境
フ
ェ
ア
」
を
、
平
成
21
年
度
か
ら
開
催
し
て
い

ま
す
。
８
回
目
と
な
る
今
回
は
、令
和
元
年
11
月
23
日
（
土
・

祝
）
に
福
井
県
産
業
会
館
に
お
い
て
、「
未
来
へ
つ
な
げ
る

ふ
く
い
の
環
（
わ
）
～
つ
な
げ
よ
う
！
ふ
く
い
の
豊
か

な
『
い
き
も
の
』
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
当
日
は

約
７
’０
０
０
人
の
方
に
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
ー
マ
に
込
め
た
思
い

ま
も
な
く
、
生
物
多
様
性
条
約
第
10 

回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
10
）（
平
成
23
年
10
月　

愛
知
県
名
古
屋
市
開
催
）
の

「
生
物
多
様
性
の
10
年
」ラ
ス
ト
イ
ヤ
ー
を
迎
え
ま
す
。
我
々

が
住
ん
で
い
る
地
球
上
に
は
、
数
多
く
の
生
物
が
生
息
し
て

い
ま
す
。
人
類
は
、
こ
れ
ら
の
生
物
の
多
様
性
が
も
た
ら
し

て
く
れ
る
恵
沢
な
し
で
は
、
豊
か
な
暮
ら
し
の
営
み
は
も
と

よ
り
、
生
き
る
こ
と
す
ら
出
来
な
い
と
言
え
ま
す
。
す
な
わ

ち
、
人
類
の
生
活
や
文
化
は
、
こ
の
生
物
多
様
性
か
ら
の
食

料
、
薬
お
よ
び
木
材
等
の
供
給
等
に
よ
っ
て
、
維
持
・
形
成

さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

国
連
が
掲
げ
る
S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の

中
で
も
、
人
類
の
基
本
的
な
生
存
手
段
で
あ
る
衣
食
住
を
担

う
生
態
系
、
生
物
多
様
性
の
持
続
可
能
性
が
、
S
D
G
s
の

達
成
の
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
。
将
来
世
代
に
わ
た
っ

て
持
続
的
に
自
然
の
恵
み
を
得
て
い
く
た
め
、
今
、
私
た
ち

に
何
が
で
き
る
か
を
真
剣
に
考
え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

「
ふ
る
さ
と
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」
で
は
、
こ
の
こ
と

を
考
え
る
き
っ
か
け
と
し
て
も
ら
う
た
め
、
福
井
の
豊
か
な

生
き
物
に
焦
点
を
当
て
、
様
々
な
企
画
を
実
施
し
ま
し
た
。

「
ふ
る
さ
と
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」の
開
催
内
容

①
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ゾ
ー
ン

　

池
田
町
の
木
材
を
使
っ
た
す
べ
り
台
や
木
の
お
も
ち
ゃ
で

遊
べ
る
「
木
望
の
ゆ
う
え
ん
ち
」、
ヤ
ギ
や
ウ
サ
ギ
な
ど
の

小
動
物
に
直
接
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る
「
ふ
れ
あ
い
動
物

園
」、
水
月
湖
の
年
縞
の
実
物

や
里
山
の
ジ
オ
ラ
マ
、
絶
滅

危
惧
種
の
昆
虫
の
標
本
な
ど

を
間
近
に
見
る
こ
と
が
で
き

る
パ
ネ
ル
展
を
実
施
し
、
子

ど
も
か
ら
大
人
ま
で
見
て
、

触
れ
て
、
学
べ
る
企
画
と
な

り
ま
し
た
。

②
各
体
験
ブ
ー
ス

　

里
山
ゾ
ー
ン
や
街
ゾ
ー
ン
な
ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
合

計
41
の
体
験
・
展
示
ブ
ー
ス
を

設
け
、
来
場
者
に
楽
し
み
な
が

ら
学
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
で
も
、
脱
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を

目
指
し
開
発
さ
れ
た
大
麦
ス
ト

ロ
ー
、
水
素
で
走
る
燃
料
電
池

自
動
車
の
カ
ッ
ト
モ
デ
ル
の
展

示
や
試
乗
は
関
心
も
高
く
、
注

目
を
浴
び
て
い
ま
し
た
。

③
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト

会
場
の
メ
イ
ン
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題

や
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
考
え
る
講
演
、
エ
コ
チ
ャ
レ
を
P
R

す
る
Z
E
H
（
Z
e
r
o　

E
n
e
r
g
y　

H
o
u
s
e
）

の
紹
介
な
ど
、
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
い
く
つ
か
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ふれあい動物園

特
集

ふ
る
さ
と
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
９

コウノトリの剥製展示

パネル展

燃料電池自動車の展示

木望のゆうえんち

大麦ストローの工作
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ア　

海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
セ
ミ
ナ
ー

国
際
的
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
大
量
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
漂

流
物
・
漂
着
物
に
つ
い
て
の
対
策
は
、
福
井
県
で
も
大
き

な
課
題
で
す
。
冒
険
写

真
家
の
豊
田
直
之
氏
に
、

海
底
に
堆
積
し
た
り
漂

流
し
た
り
す
る
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
写
真
を

通
し
て
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
お
話
し

い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ　

平
坂
寛
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

「
捕
ま
え
て
学
ぶ
生
態
学　

食
べ
て
知
る
環
境
問
題
」

テ
レ
ビ
番
組
「
情
熱
大
陸
」
に
も
出
演
し
た
生
き
物
ラ

イ
タ
ー
の
平
坂
寛
氏
に
よ
る
、
生
物
多
様
性
の
問
題
を

テ
ー
マ
に
し
た
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
し
た
。
沖
縄

に
南
米
産
の
グ
リ
ー
ン
イ
グ
ア
ナ
が
増
え
つ
つ
あ
る
こ
と

や
、
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
ウ
チ

ダ
ザ
リ
ガ
ニ
が
福
井
で

も
生
息
が
確
認
さ
れ
て

い
る
こ
と
な
ど
、
生
態

系
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

「
生
き
物
を
食
べ
る
」

と
い
う
視
点
か
ら
お
話

し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ウ　

エ
コ
チ
ャ
レ
の
P
R
と
Z
E
H
の
紹
介

環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会
が
実
施
し
て
い
る
事
業
で
、
季

節
ご
と
に
テ
ー
マ
を
決
め
て
毎
月
第
３
日
曜
日（
家
庭
の
日
）

に
、
県
下
一
斉
の
省
エ
ネ
行
動
を
行
う
「
エ
コ
チ
ャ
レ
」
の

P
R
を
行
い
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
県
内
で
Z
E
H
を

推
進
す
る
（
株
）
タ
キ

ナ
ミ
の
佐
藤
氏
に
、
県

民
の
皆
さ
ん
の
声
を
ま

と
め
た
映
像
を
交
え

て
、
太
陽
光
発
電
で
創

る
電
力
に
よ
り
住
宅
の

光
熱
費
が
ゼ
ロ
に
な
る

Z
E
H
の
仕
組
み
を
分

か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

④
福
井
県
の
湧
水
環
境
保
全
へ
の
取
り
組
み
、

「
ふ
く
い
の
お
い
し
い
水
」
の
P
R

平
成
17
年
か
ら
県
が
行
っ
て
き
た
、
県
内
の
湧
水
等
を

「
ふ
く
い
の
お
い
し
い
水
」
と
し
て
認
定
す
る
活
動
や
、
認

定
地
の
環
境
を
保
全
す
る
活
動
支
援
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し

た
。「
ふ
く
い
の
お
い
し

い
水
」
が
そ
の
ま
ま
飲

め
る
よ
う
に
水
質
の
基

準
を
設
け
て
い
る
こ
と

や
、
各
認
定
地
を
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
等
を
用
い
て

P
R
し
、
福
井
の
水
環

境
の
良
さ
が
分
か
る
内

容
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
環
境
フ
ェ
ア
が
目
指
す
も
の

今
回
の
環
境
フ
ェ
ア
で
焦
点
を
当
て
た
失
わ
れ
る
生
物
多

様
性
や
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
、
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
な
ど
、
地
球
を
取
り
巻
く
環
境
問
題
は
深
刻
化
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
問
題
は
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
知
る
こ
と
も
で

き
ま
す
が
、
実
際
に
触
れ
た
り
、
体
験
し
た
り
と
実
感
す
る

こ
と
が
環
境
問
題
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
る
と
考

え
ま
す
。

こ
の
た
め
、
県
で
は
こ
の
環
境
フ
ェ
ア
に
つ
い
て
今
後
も

継
続
し
て
い
く
と
と
も
に
、
環
境
保
全
の
意
義
を
し
っ
か
り

と
伝
え
る
こ
と
の
で
き
る
フ
ェ
ア
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

海洋プラスチック問題セミナー平坂寛氏トークショー

エコチャレPRふくいのおいしい水ブース

「ふるさと環境フェア2019」会場の様子

環境保全の願いを込めた
「未来の木」

海洋プラスチックごみ
パネル展示
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L
O
V
E・ア
ー
ス・ふ
く
い
強
化
事
業

地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
県
民
運
動

Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
ア
ー
ス
・
ふ
く
い
と
は

県
民
、
企
業
・
団
体
が
そ
れ
ぞ
れ
の
日
常
生
活
や
事
業
活
動

に
お
い
て
、
身
近
な
省
エ
ネ
活
動
な
ど
の
取
組
み
を
実
行
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
（
L
i
f
e
）、
事
業

活
動
（
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
）、
自
動
車
利
用
（
V
e
h
i
c
l
e
）、

環
境
教
育
（
E
d
u
c
a
t
i
o
n
）
の
分
野
に
お
い
て
、
地

球
温
暖
化
防
止
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う
と
い
う
県
民
運
動
で

す
。
平
成
18
年
６
月
よ
り
、
福
井
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動

推
進
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
ス
ト
ッ
プ
県
民
運

動
「
Ｌ
Ｏ
Ｖ
Ｅ
・
ア
ー
ス
・
ふ
く
い
」
を
県
民
、
消
費
者
、
教
育
、

商
工
、
運
輸
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
林
業
関
係
の
各
団
体
等
の
協

力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、「
エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い
」、「
ク
ー
ル
（
ウ
ォ
ー
ム
）

シ
ェ
ア
ふ
く
い
」、「
ふ
く
い
省
エ
ネ
家
電
買
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

や
「
県
民
主
体
の
省
エ
ネ
普
及
啓
発
事
業
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く
い

　

家
庭
の
日
（
毎
月
第
３
日
曜
日
）
を
統
一
行
動
日
に
設
定
し
、

季
節
ご
と
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
た
エ
コ
な
取
組
み
を
多
く
の
県
民

が
実
践
し
、
そ
の
結
果
を
専
用
の
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
へ
投
稿
し
ま

し
た
。（
７
月
～
３
月
）

①
夏
（
７
～
８
月
）は
「
く
ら
し
の
知
恵
で
温
度
を
下
げ
る
！

省
エ
ネ
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
「
室
温
設
定
28
度
」
な
ど
を
統

一
行
動
に
設
定
し
ま
し
た
。

②
秋
（
９
～
11
月
）は
「
秋
に
で
き
る
省
エ
ネ
行
動
を
探
そ

う
！！
」
を
テ
ー
マ
に
「
運
転
す
る
前
に
、
あ
な
た
が
気
を

付
け
た
い
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
宣
言
！
」
な
ど
を
統
一
行
動
に
設

定
し
ま
し
た
。

③
冬
（
12
～
２
月
）は
「
く
ら
し
の
知
恵
で
あ
た
た
か
く
！
省

エ
ネ
実
践
」
を
テ
ー
マ
に
「
食
事
で
の
体
温
上
昇
術
」
な
ど

を
統
一
行
動
に
設
定
し
ま
し
た
。

④
春
（
３
月
）
は
「
も
う
す
ぐ
春
！
く
ら
し
の
省
エ
ネ
実
践
」

を
テ
ー
マ
に
「
生
活
の
工
夫
で
省
エ
ネ
実
践
」
な
ど
を
統
一
行

動
に
設
定
し
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
の
イ
ベ
ン
ト
に
出
展
し
て
エ
コ
チ
ャ
レ
ふ
く

い
の
周
知
も
行
い
ま
し
た
。

ク
ー
ル
（
ウ
ォ
ー
ム
）
シ
ェ
ア
ふ
く
い

　

県
内
の
図
書
館
等
の
公
共
施
設
、
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル

や
映
画
館
等
の
民
間
施
設
と
協
力
し
て
、
夏
（
冬
）
の
期
間
、

涼
し
く
（
温
か
く
）
過
ご
せ
る
場
所
等
を
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ
ト

と
し
て
登
録
・
周
知
し
、
楽
し
く
参
加
で
き
る
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
を
活
用
し
な
が
ら
、
過
度
に
電
気
に
頼
ら
な
い
生
活
を

推
進
し
ま
し
た
。

環
境
ふ
く
い
推
進
協
議
会　

事
業
紹
介

ＬＯＶＥ・アース・ふくい

Ｌife 日常生活
Ｏffice 事業活動
Ｖehicle 自動車利用
Ｅducation 環境教育

の分野において、温室効果
ガス削減に向けた活動の輪
を広げる県民運動として「Ｌ
ＯＶＥ・アース・ふくい」を展
開しています。

ふるさと環境フェア2019

越前市まるごと食の感謝祭

クールシェアふくい
実施期間：2019/7/13〜2019/9/30
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ク
ー
ル
シ
ェ
ア
ふ
く
い
は
２
６
８
か
所
の
シ
ェ
ア
ス
ポ
ッ

ト
で
実
施
（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
は
２
４
３
か
所
）
し
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
応
募
数
は
４
’１
８
３
件
で
し
た
。

ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
ふ
く
い
は
２
４
５
か
所
の
シ
ェ
ア
ス

ポ
ッ
ト
で
実
施
（
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
実
施
は
２
２
６
か
所
）

し
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
応
募
数
は
４
’４
５
１
件
で
し
た
。

ふ
く
い
省
エ
ネ
家
電
買
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　

古
い
家
電
を
省
エ
ネ
性
能
が
高
い
家
電
に
買
い
替
え
る

こ
と
で
、
家
庭
の
消
費
電
力
の
抑
制
を
推
進
す
る
た
め
に
、

福
井
県
電
器
商
業
組
合
加
盟
店
舗
と
家
電
量
販
店
（
県
内

１
０
０
満
ボ
ル
ト
、
ケ
ー
ズ
デ
ン
キ
）
と
協
力
し
て
、
省
エ

ネ
家
電
買
替
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

統
一
省
エ
ネ
ラ
ベ
ル
４
つ
星
以
上
の
エ
ア
コ
ン
、
液
晶
テ

レ
ビ
、
電
気
冷
蔵
庫
、
ま
た
は
L
E
D
照
明
器
具
の
購
入

者
に
抽
選
で
景
品
が
当
た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
て
、

１
９
１
件
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

県
民
主
体
の
省
エ
ネ
普
及
啓
発
事
業

　

　

今
年
度
は
、
家
庭
で
の
省
エ
ネ
対
策
に
多
く
の
県
民
が
興

味
を
持
ち
、
実
践
で
き
る
よ
う
「
エ
コ
ラ
イ
フ
講
座
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
県
内
大
学
生
に
よ
る
グ
ル
ー
プ

を
新
た
に
結
成
し
、
若
者
の
視
点
を
活
か
し
て
省
エ
ネ
活
動

の
普
及
を
図
り
ま
し
た
。

〇
エ
コ
ラ
イ
フ
講
座

　

日
常
生
活
に
直
結
し
た
習
い
事
と
省
エ
ネ
を
掛
け
合
わ
せ

た
エ
コ
ラ
イ
フ
講
座
を
年
３
回
開
催
し
、
約
90
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
エ
コ
ラ
イ
フ
講
座
で
は
、
お
片
付
け
術
に
よ
る
節

電
方
法
や
、
時
短
料
理
に
よ
る
省
エ
ネ
方
法
等
を
教
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
講
座
を
通
し
て
、
多
く
の
県
民
に
家
庭
で

楽
し
く
で
き
る
省
エ
ネ
対
策
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
参
加
者
か
ら
は
「
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て
、
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
」
や
「
家
庭
で
で
き
る
こ
と
か
ら
温

暖
化
対
策
を
し
て
い
き
た
い
」
等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

〇
省
エ
ネ
活
動
推
進
グ
ル
ー
プ

　

将
来
の
地
球
温
暖
化
対
策
を
担
う
若
者
に
省
エ
ネ
活
動
へ

の
参
加
を
促
す
た
め
、
若
者
の
発
想
力
や
発
信
力
を
活
か
し

た
省
エ
ネ
活
動
推
進
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
ま
し
た
。
地
球
温

暖
化
対
策
を
効
果
的
に
普
及
啓
発
で
き
る
よ
う
企
画
会
議
を

重
ね
ま
し
た
。
省
エ
ネ
対
策
を
楽
し
く
学
ぶ
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム

の
開
発
、「
ふ
る
さ
と
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」
に
お
け
る
ス

テ
ー
ジ
発
表
・
ブ
ー
ス
出
展
な
ど
の
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
県
民
が
楽
し
く
省
エ
ネ
活
動
に
参
加
で
き
る
よ

う
、
若
者
の
発
想
力
を
活
か
し
、
普
及
啓
発
活
動
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

「ふるさと環境フェア2019」でのステージ発表

省エネカードゲーム開発の様子「ふるさと環境フェア2019」
でのブース出展

第２回エコライフ講座（エコクッキング）

第１回エコライフ講座（お片づけ術）

ウォームシェアふくい
実施期間：2019/11/16〜2020/2/29

ふくい省エネ家電買替キャンペーン
実施期間：2019/9/14〜2020/1/15
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専
門
家
に
よ
る
団
体
サ
ポ
ー
ト
事
業

当
協
議
会
で
は
、
団
体
の
活
動
内
容
向
上
に
資
す
る
人
的

サ
ポ
ー
ト
を
行
う
た
め
、
専
門
家
を
派
遣
す
る
事
業
を
令
和

元
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

専
門
家
に
よ
る
団
体
サ
ポ
ー
ト
制
度
の
紹
介

　

本
事
業
で
は
、
団
体
・
法
人
が
抱
え
る
団
体
経
営
、
情
報

化
等
の
種
々
の
問
題
に
対
し
て
、
協
議
会
か
ら
専
門
家
を
派

遣
す
る
こ
と
で
、
適
切
な
診
断
・
助
言
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
課
題
の
解
決
に
つ
な
げ
、
団
体
・
法
人
の
多
様
で
活
力
あ

る
成
長
・
発
展
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

派
遣
す
る
専
門
家
の
分
野
は
、
司
法
書
士
、
行
政
書
士
、

中
小
企
業
診
断
士
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
等
の
６
分
野

で
す
。
派
遣
が
決
定
し
た
場
合
、
団
体
の
活
動
場
所
等
を
考

慮
し
て
協
議
会
で
専
門
家
の
候
補
を
絞
り
、
派
遣
を
希
望

す
る
団
体
と
協
議
の
上
、
派
遣
す
る
候
補
者
を
決
定
し
ま
す
。

な
お
、
派
遣
回
数
は
最
大
３
回
で
費
用
は
協
議
会
が
負
担
し

ま
す
。派

遣
を
受
け
た
団
体
の
活
動
紹
介

　

今
年
度
は
２
団
体
に
対
し
て
専
門
家
を
派
遣
し
ま
し
た
。

①
に
じ
い
ろ
ず
っ
く
（
福
井
市
）

同
団
体
は
幼
少
期
の
子
ど
も
・
親
子
を
対
象
に
し
た
自

然
体
験
活
動
や
環
境
教
育
を
実
施
し
て
い
る
団
体
で
す
。

本
事
業
で
は
、
司
法
書
士
の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。

②
福
井
県
気
候
療
法
士
会
（
福
井
市
）

同
会
は
、
永
平
寺
町
な
ど
で
気
候
療
法
（
ク
リ
マ
テ
ラ

ピ
ー
）
等
の
体
験
会
や
講
演
会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
本
事

業
で
は
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
家
の
派
遣
を
行
い
ま
し
た
。

ふ
く
い
ま
る
ご
と
環
境
学
び
舎

当
協
議
会
で
は
環
境
保
全
活
動
の
活
性
化
の
た
め
、
企
業

や
環
境
保
全
団
体
向
け
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
、

団
体
支
援
、
研
修
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

環
境
福
井
ス
タ
イ
ル
セ
ミ
ナ
ー

　

○
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
セ
ミ
ナ
ー

近
年
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
が
世
界
各
地
で
深
刻
に

な
っ
て
い
ま
す
。
日
本
海
に
面
す
る
福
井
県
に
と
っ
て
も
、

そ
の
対
策
は
大
き
な
課
題
で
す
。

こ
れ
を
受
け
、
令
和
元
年
11
月
23
日
に
開
催
し
た
「
ふ
る

さ
と
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」
の
中
で
、
冒
険
写
真
家
・
豊

田
直
之
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
「『
生
命
の
つ
な
が
り　

海
が
終
わ
っ
て
し
ま
え
ば
、
地
球
は
終
わ
り
だ
！
』
～
深
刻

な
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚
染
と
マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問

題
～
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
汚

染
問
題
等
に
つ
い
て
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
豊
田
氏
が
こ
れ
ま
で
撮
影
し
て
こ
ら
れ
た
、

海
底
に
堆
積
す
る
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
写
真
を
は
じ
め
と

す
る
た
く
さ
ん
の
写
真
等
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
視
覚
的

に
も
大
変
説
得
力
の
あ
る
も
の
で
し
た
。

ま
た
、
講
演
後
に
は
生
き

物
ラ
イ
タ
ー
・
平
坂
寛
氏
に

よ
る
講
演
の
ほ
か
、
豊
田
氏

と
平
坂
氏
、
協
議
会
の
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
・
鈴
木
順
一
朗
氏

を
交
え
た
福
井
の
生
き
物
に

つ
い
て
の
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ

ン
も
行
い
ま
し
た
。

分  野 相  談  内  容

１ 司法書士 法務局への登記手続きに関すること

２ 行政書士 行政機関への手続きに関すること

３ 中小企業診断士 安定した団体運営（財政面）に関すること

４ マネジメント 安定した団体営業（上記以外）に関すること

５ ICT 情報発信に関すること

６ その他 協議会が適切であると認める内容

トークセッションの様子

派遣する専門家の分野
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○
S
D
G
s
セ
ミ
ナ
ー
、
若
手
環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
育
成

事
業
報
告
会

協
議
会
で
は
、
よ
り
質
と
効
果
の
高
い
環
境
活
動
を
行
う
た

め
、
会
員
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
会
員
の
方
か
ら
の
「
他
の
会
員
と
一
堂
に
会

し
て
交
流
す
る
機
会
が
欲
し
い
」
と
い
う
要
望
を
受
け
、
各

会
員
が
交
流
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
よ
う
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
セ

ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
に
は
45
名
の
方
に
参

加
い
た
だ
き
、
福
井
県
民
生
活
協
同
組
合
の
高
井
健
史
氏

を
講
師
に
迎
え
、
カ
ー
ド
ゲ
ー
ム
「
２
０
３
０ 

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」

を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
セ
ミ
ナ
ー
で
は
若
手
環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
の
報
告

会
も
行
い
、
若
い
世
代
と
の
交
流
を
図
り
ま
し
た
。

ふ
く
い
っ
子
に
体
験
し
て
ほ
し
い
50
の
自
然

体
験

　

県
内
の
子
ど
も
達
の
バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
自
然
体
験
を
進
め

る
た
め
、
平
成
27
年
度
に
冊
子
「
ふ
く
い
っ
子
に
体
験
し
て

ほ
し
い
50
の
自
然
体
験
」
を
発
行
し
、
毎
年
度
、
県
内
の
全

て
の
小
学
１
年
生
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
自
然
体
験
が
で
き
る
施
設

を
紹
介
し
て
い
る
ほ
か
、
冊
子
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま

す
。（
左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ク
セ
ス
可
。）

冊
子
を
読
ん
で
、
親
子
で
体
験
し
た
い
こ
と
が
見
つ
か
っ

た
ら
、
ぜ
ひ
現
地
に
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
事
業

企
業
見
学
会
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
）

　

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
事
業
と
し
て
、

当
協
議
会
企
業
会
員
19
社
、
27
名
の
参
加
の
も
と
、
令
和
元

年
11
月
15
日
（
金
）
に
環
境
保
全
に
積
極
的
に
取
組
ん
で
い

る
県
外
の
先
進
企
業
の
見
学
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

澁
谷
工
業
株
式
会
社 

メ
カ
ト
ロ
事
業
部

　

最
初
に
訪
れ
た
の
は
、
石
川
県
金
沢
市
に
あ
る
澁
谷
工
業

株
式
会
社
メ
カ
ト
ロ
事
業
部
で
す
。
同
事
業
部
は
「
平
成
28

年
度
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
優
良
事
業
者
等
表
彰
石
川
県
知
事
表
彰
」

を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
で
は
、
全
員

参
加
で
電
力
需
要
を
管

理
し
、
コ
ス
ト
削
減
を

達
成
し
た
事
例
や
小
集

団
活
動
に
よ
る
省
エ
ネ

推
進
、
環
境
活
動
の
推

進
役
「
エ
コ
ト
ロ
委
員

会
」
の
取
組
み
を
御
説

明
い
た
だ
き
ま
し
た
。

環
境
開
発
株
式
会
社　

新
保
処
理
工
場

　

次
に
訪
れ
た
の
は
、
同
じ
く
石
川
県
金
沢
市
に
あ
る
環
境
開

発
株
式
会
社
新
保
処
理
工
場
で
す
。
こ
ち
ら
の
企
業
は
「
平
成

30
年
度
省
エ
ネ
大
賞
省
エ
ネ
事
例
部
門
中
小
企
業
庁
長
官
賞
」
を

受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
ち
ら
で
は
、
産
業
廃

棄
物
処
理
場
に
お
け
る
蒸

気
・
廃
熱
利
用
や
、
地
域

と
連
携
し
た
取
組
み
な
ど

を
御
説
明
い
た
だ
き
、
ボ

イ
ラ
ー
の
余
剰
蒸
気
を
利

用
し
た
蒸
気
発
電
機
や
、

焼
却
炉
の
温
水
を
利
用
し

た
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
等
の

設
備
を
見
学
し
ま
し
た
。

ど
ち
ら
の
企
業
も
、
興

味
深
い
内
容
の
省
エ
ネ
の
取
組
み
を
実
践
さ
れ
て
お
り
、
充

実
し
た
見
学
会
と
な
り
ま
し
た
。

環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

　

令
和
２
年
２
月
５
日
（
水
）
に
、
会
員
企
業
の
環
境
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
く
た
め
、

福
井
県
教
育
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、「
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し
、
36
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
ず
、コ
マ
ニ
ー
株
式
会
社
の
塚
本
直
之
様
に「
コ
マ
ニ
ー

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
∞
（
メ
ビ
ウ
ス
）
モ
デ
ル
で
目
指
す
持
続
可
能
な

社
会
と
会
社
の
共
存
共
栄
」
と
題
し
て
、
御
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

次
に
、
福
井
山
田
化
学
工
業
株
式
会
社
の
森
木
保
浩
様
に

「
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
見
え
る
化
と
継
続
的
活
動
」
と
題
し
て
、

御
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

県
か
ら
は
「
最
近
の
環
境
関
連
法
令
の
動
向
」
に
つ
い
て

説
明
を
行
い
、
一
般
社
団
法
人
ふ
く
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
協
会
か
ら
、
省
エ
ネ
診
断
に
つ
い
て
御
紹
介
い
た
だ

き
ま
し
た
。

澁谷工業株式会社
メカトロ事業部での説明

環境開発株式会社新保処理工場での見学

7



環
境
ふ
く
い
未
来
創
造
事
業

こ
の
事
業
は
、
当
協
議
会
に
い
た
だ
い
た
寄
付
金
を
財
源

と
し
て
環
境
保
全
活
動
が
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的
に
平
成

27
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
か
ら
従
来
の
助
成
枠
を
見
直
し
て
、
共
働
活
動
応

援
枠
、
ス
タ
ー
ト
応
援
枠
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
３
団
体
、
１
団

体
に
対
し
助
成
し
て
い
ま
す

※
共
働
活
動
応
援
枠

　

新
た
に
他
団
体
や
企
業
と
共
働
し
て
活
動
す
る
団
体
、

　

新
た
に
団
体
と
共
働
し
て
活
動
す
る
企
業
へ
の
助
成

※
ス
タ
ー
ト
応
援
枠

　

団
体
を
立
ち
上
げ
て
か
ら
５
年
未
満
の
団
体
、
新
し
く

　

事
業
を
立
ち
上
げ
る
団
体
へ
の
助
成

助
成
を
受
け
た
団
体
の
活
動
紹
介

　

◆
共
働
活
動
応
援
枠

①
に
じ
い
ろ
ず
っ
く
（
福
井
市
）

同
団
体
は
幼
少
期
の

子
ど
も
・
親
子
を
対
象

に
し
た
自
然
体
験
活
動
や

環
境
教
育
を
実
施
し
て
い

る
団
体
で
す
。

本
事
業
で
は
、
文
殊

山
の
ふ
も
と
の
荒
れ
た

竹
林
を
整
備
し
て
広
場

を
作
り
、
森
林
内
の
間

伐
材
を
活
用
し
た
ス
タ
ー

ド
ー
ム
や
遊
び
場
を
作
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

②
（
一
社
）
日
本
サ
ー
フ
ィ
ン
連
盟
福
井
支
部
（
坂
井
市
）

同
団
体
は
三
国
を
中
心
と
す
る
サ
ー
フ
ポ
イ
ン
ト
周
辺

で
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
や
海
洋
ご
み
問
題
に
関
す
る
啓
発

活
動
を
行
い
、
清
掃
活
動
を
若
い
世
代
に
拡
大
す
る
こ
と
を

目
的
に
活
動
し
て
い

ま
す
。

本
事
業
で
は
、
清

掃
活
動
に
講
演
会
や

漂
着
物
を
使
っ
た
ク

ラ
フ
ト
教
室
等
を
組

み
合
わ
せ
た
り
、
子

供
た
ち
を
対
象
に

拾
っ
た
海
ご
み
が
参

加
料
の
サ
ー
フ
ィ
ン

教
室
等
を
開
催
し
ま

し
た
。

③
（
一
社
）
Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ 

Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
（
若
狭
町
）

同
団
体
は
若
狭
町
の
活
性
化
を
目
指
し
た
自
然
体
験
イ

ベ
ン
ト
等
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
三

方
湖
や
菅
湖
で
Ｓ
Ｕ

Ｐ
（
サ
ッ
プ
：
ス
タ

ン
ド
・
ア
ッ
プ
・
パ

ド
ル
ボ
ー
ド
）
を

使
っ
た
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
回
収
イ
ベ
ン

ト
や
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
に
関
す

る
講
演
会
お
よ
び
気

山
・
西
田
地
区
の
里

山
整
備
と
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

◆
ス
タ
ー
ト
応
援
枠

①
福
井
県
気
候
療
法
士
会
（
福
井
市
）

同
会
は
、
永
平
寺
町
を
は
じ
め
嶺
北
地
方
を
主
た
る
活
動

拠
点
と
し
て
、
気
候
療
法
（
ク
リ
マ
テ
ラ
ピ
ー
）
等
の
体
験

会
や
講
演
会
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、
嶺
北

地
方
の
山
や
海
岸
等
に

お
い
て
気
候
療
法
等
の

コ
ー
ス
設
定
を
行
っ
た

ほ
か
、
永
平
寺
町
や
越

前
市
の
八
ッ
杉
千
年
の

森
等
で
講
演
会
や
体
験

会
を
行
い
ま
し
た
。

ご
寄
附
に
つ
い
て

　

環
境
ふ
く
い
未
来
創
造
事
業
は
、
皆
様
か
ら
の
寄
付
金
に

よ
り
実
施
し
て
い
ま
す
。
県
内
の
環
境
保
全
活
動
の
活
性
化

の
た
め
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

　ビーチクリーンの様子

福
井
信
用
金
庫 

様

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

荒れた竹林を整備する様子

プラスチックごみ回収の様子

気候療法の体験会の様子
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も
の
を
大
切
に
す
る
社
会
づ
く
り
事
業

（
リ
ペ
ア
・
リ
ユ
ー
ス
推
進
事
業
）

当
協
議
会
で
は
、
福
井
県
環
境
基
本
計
画
に
掲
げ
た
「
も

の
を
大
切
に
す
る
社
会
づ
く
り
」
を
進
め
る
た
め
、
リ
ユ
ー

ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
リ
ペ
ア
・
リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
実
施

団
体
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ふ
る
さ
と
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」
で
の

リ
ユ
ー
ス
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

　

令
和
元
年
11
月
に
、
福
井
県
産
業
会
館
で
開
催
し
た
「
ふ

る
さ
と
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」
に
お
い
て
、
古
本
市
、
お

も
ち
ゃ
病
院
、
シ
ニ
ア
用
品
リ
ユ
ー
ス
市
、
ま
ち
の
修
理
屋

さ
ん
に
よ
る
お
手
入
れ
講
座
を
同
時
に
実
施
し
ま
し
た
。
子

ど
も
か
ら
年
配
の
方
ま
で
幅
広
い
世
代
の
方
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
古
本
、
お
も
ち
ゃ
、
シ
ニ
ア
用
品
合
わ
せ
て
約

９
５
０
点
を
リ
ユ
ー
ス
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
育
成

　

修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
材
育
成
を
通
じ
て
、
も
の
を
修

理
で
き
る
人
材
を
増
や
し
、
身
近
な
と
こ
ろ
で
リ
ペ
ア
・
リ

ユ
ー
ス
団
体
が
継
続
し
て
活
動
し
て
い
け
る
よ
う
、「
お
も

ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
」
や
「
洋
服
・
ぬ
い
ぐ
る
み
お
直
し
隊
」
の

養
成
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
ド
ク
タ
ー
養
成
講
座
は
、
平
成
23
年
度
か
ら
こ

れ
ま
で
に
延
べ
４
０
０
名
が
受
講
し
ま
し
た
。

お
も
ち
ゃ
ド
ク

タ
ー
の
う
ち
希
望

者
は
、
お
も
ち
ゃ

の
修
理
を
行
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

「
お
も
ち
ゃ
病
院
」

に
属
し
、
子
ど
も

た
ち
の
も
の
を
大

切
に
す
る
心
を
育

む
た
め
に
活
躍
し

て
い
ま
す
。

現
在
県
内
８
か

所
で
お
も
ち
ゃ
病

院
が
活
動
し
て
い

ま
す
。
各
病
院
の

活
動
日
、
活
動
場

所
等
は
県
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元

年
度
か
ら
は
、
洋

服
や
ぬ
い
ぐ
る
み

の
補
修
を
行
う
人

材
を
育
成
す
る
洋
服
・
ぬ
い
ぐ
る
み
お
直
し
隊
養
成
講
座
も

開
催
し
て
い
ま
す
。

お
も
ち
ゃ
病
院
同
様
、今
後
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
洋
服
・

ぬ
い
ぐ
る
み
お
直
し
隊
」
と
し
て
継
続
し
て
活
動
し
て
い
け

る
よ
う
、
支
援
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

古
本
市

　

県
庁
１
階
ロ
ビ
ー
や
、
福
井
駅
西
口
地
下
駐
車
場
等
に
設

置
し
た
ボ
ッ
ク
ス
を
通
じ
て
回
収
し
た
古
本
を
、
県
立
図
書

館
等
で
開
催
す
る
「
ま
ご
こ
ろ
古
本
市
」
で
提
供
し
、
そ
の

売
り
上
げ
を
県
内
の
環
境
保
全
団
体
の
支
援
等
に
活
用
し
て

い
ま
す
。

有
人
販
売
に
加
え
て
よ
り
多
く
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ
け

る
よ
う
、
福
井
県
生
活
学
習
館
、
鯖
江
市
嚮
陽
会
館
、
福
井

県
陶
芸
館
で
古
本
の
無
人
販
売
も
行
っ
て
い
ま
す
。
令
和
元

年
６
月
、
10
月
に
は
福
井
市
総
合
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

（
ハ
ピ
リ
ン
４
階
）
で
も
無
人
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

小
説
、
参
考
書
、
児
童
書
な
ど
掘
り
出
し
物
多
数
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

洋服・ぬいぐるみお直し隊養成講座

古本市（県立図書館）

「ふるさと環境フェア2019」でのリユースイベント

福井県おもちゃ病院

9



S
A
T
O
Y
A
M
A
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

平
成
25
年
９
月
に
福
井
県
で
開
催
さ
れ
た
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
国
際
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ｉ
Ｐ
Ｓ

Ｉ
）
第
４
回
定
例
会
合
を
契
機
に
、
福
井
県
と
石
川
県
の
両

知
事
が
代
表
を
務
め
、
国
内
の
民
間
企
業
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
研
究
機
関
、
行
政
機
関
等
の
組
織
が
参
画
す
る
「
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

本
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
国
内
に
お
け
る
多
様
な
主
体
が
そ

の
垣
根
を
越
え
、
様
々
な
交
流
・
連
携
・
情
報
交
換
等
を
図

る
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
構
築
し
、
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ

Ｍ
Ａ
に
お
け
る
生
物
多
様
性
の
保
全
・
利
用
の
取
組
み
を
国

民
的
取
組
み
へ
展
開
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
令

和
２
年
２
月
現
在
１
１
８
の
団
体
が
参
加
し
、
自
然
再
生
の

先
進
地
の
視
察
や
、
環
境
関
連
の
展
示
会
で
の
活
動
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
の
活
動
紹
介

　

（
１
）
Ｉ
Ｐ
Ｓ
Ｉ
第
８
回
定
例
会
合

　
　
　
　
　
　
　
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
へ
の
参
加

令
和
元
年
９
月
４
日
に
熊
本
県
熊
本
市
で
開
催
さ
れ
た
Ｉ

Ｐ
Ｓ
Ｉ
第
８
回
定
例
会
合
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
生
物
多
様
性

保
全
に
向
け
た
社
会
生
態
学
的
生
産
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
～
里

山
・
里
海
～
」
へ
参
加
し
ま
し
た
。

「
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
」
と
は
、
生
物
多
様
性

保
全
に
関
連
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
ア
プ
ロ
ー
チ
の
一
つ
で
、

生
物
多
様
性
保
全
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
地
域
の
保
護
や
生

物
種
の
保
全
、
も
し
く
は
経
済
的
な
手
法
と
い
っ
た
単
独
の

手
法
一
つ
一
つ
と
は
異
な
り
、
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
と
い
う
大

き
な
ス
ケ
ー
ル
で
保
全
を
検
討
す
る
も
の
で
す
。

今
回
の
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
世
界
農
業
遺
産
の
よ
う

に
ラ
ン
ド
ス
ケ
ー
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
を
取
り
入
れ
て
い
る
既
存

の
シ
ス
テ
ム
や
国
際
的
な
取
組
み
の
説
明
を
受
け
、
ラ
ン
ド

ス
ケ
ー
プ
ア
プ
ロ
ー
チ
と
２
０
２
０
年
以
降
の
生
物
多
様
性

保
全
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

（
２
）
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
の
開
催

令
和
元
年
９
月
５
日
に
、
熊
本
県
阿
蘇
市
に
お
い
て
、
エ

ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加
者
は
大
観
峰
、

阿
蘇
草
原
保
全
活
動
セ
ン
タ
ー
、
町ま
ち

古こ

閑が

牧ぼ
く

野や

な
ど
を
訪
れ
、

阿
蘇
の
地
形
の
成
り
立
ち
、
草
原
の
活
用
法
と
現
状
、
阿
蘇

草
原
再
生
協
議
会
の
取
組
み
、
牧
野
の
維
持
管
理
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
、
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
活
動
等
に
つ
い
て
、

説
明
を
受
け
ま
し
た
。

（
３
）
環
境
展
示
会
で
の
活
動
Ｐ
Ｒ

令
和
元
年
８
月
24
日
～
25
日
に
は
、
石
川
県
産
業
展
示
館

で
開
催
さ
れ
た
「
い
し
か
わ
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」
に
、

令
和
元
年
11
月
23
日
に
は
、
福
井
県
産
業
会
館
で
開
催
さ
れ

た
「
ふ
る
さ
と
環
境
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」
に
出
展
し
、
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
活

動
を
紹
介
し
ま
し
た
。

ま
た
、
令
和
元
年
12
月
５
日
～
７
日
に
東
京
国
際
展
示
場

で
開
催
さ
れ
た
環
境
展
示
会
エ
コ
プ
ロ
２
０
１
９
に
「
Ｓ
Ａ

Ｔ
Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
で
育
ま
れ
、
継
承
さ
れ
る
逸
品
」
を
テ
ー
マ

に
出
展
し
ま
し
た
。
６
回
目
の
出
展
と
な
る
今
回
は
、
里
山

里
海
湖
で
生
産
さ
れ
る
食
材
や
、
伝
統
的
に
生
産
さ
れ
て
い

る
商
品
を
取
り
上
げ
、
里
山
里
海
湖
で
は
環
境
と
文
化
が
相

ま
っ
て
各
地
域
で
独
特
の
食
文
化
や
伝
統
が
育
ま
れ
て
い
る

こ
と
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
等
の
課
題
が
あ
る

こ
と
を
、
参
加
団
体
の
取
組
み
と
合
わ
せ
て
説
明
し
ま
し
た
。

IPSI第８回定例会合公開フォーラムエクスカーション（熊本県阿蘇市）エコプロ2019
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県
事
業
の
お
知
ら
せ

「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」

の
新
た
な
展
開

賞
味
・
消
費
期
限
切
れ
、
食
べ
残
し
と
い
っ
た
、
本
来
食

べ
ら
れ
た
は
ず
の
い
わ
ゆ
る
「
食
品
ロ
ス
」
は
、
日
本
国
内

で
年
間
６
４
３
万
ト
ン
に
も
上
り
ま
す
。

福
井
県
で
は
「
お
い
し
い
食
べ
き
り
」
発
祥
県
と
し
て
、

平
成
18
年
度
か
ら
全
国
に
先
駆
け
て
、
お
い
し
い
食
材
を

使
っ
て
お
い
し
い
料
理
を
適
量
作
り
食
べ
き
る
運
動
、「
お

い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」
を
展
開
し
、
食
品
ロ
ス
の

削
減
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
と
民
間
企
業
と

の
共
同
宣
言

平
成
28
年
10
月
に
、
本
県
が
全
国
に
呼
び
か
け
、
食
品
ロ

ス
削
減
に
取
り
組
む
自
治
体
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
全
国
お

い
し
い
食
べ
き
り
運
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
」
を
設
立
し

ま
し
た
。
設
立
後
も
参
加
自
治
体
は
着
実
に
増
え
、
令
和
２

年
２
月
末
現
在
、
47
都
道
府
県
、
３
７
1
市
区
町
村
が
参
加

し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
1
日
に
「
食
品
ロ
ス
の
削
減
の
推
進
に
関

す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
国
・
地
方
公
共
団
体
・
事
業
者

等
の
連
携
協
力
が
求
め
ら
れ
る
中
、「
お
い
し
い
食
べ
き
り

運
動
」
の
活
動
に
賛
同
す
る
全
国
規
模
の
企
業
と
協
議
会
が

共
同
宣
言
を
行
い
、
食
品
ロ
ス
削
減
に
向
け
運
動
を
さ
ら
に

強
力
に
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

10
月
23
日
に
、
イ
オ
ン
株
式
会
社
、
株
式
会
社
セ
ブ
ン
＆

ア
イ
・
フ
ー
ド
シ
ス
テ
ム
ズ
、
ワ
タ
ミ
株
式
会
社
と
共
同
宣

言
式
を
実
施
し
、
令
和
元
年
11
月
末
ま
で
に
、
株
式
会
社
イ

ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
を
加
え
た
４
社
と
共
同
宣
言
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

12
月
か
ら
１
月
の
宴
会
の
多
い
時
期
に
、
宴
会
５
箇
条
な

ど
、
お
い
し
く
食
べ
き
る
こ
と
を
呼
び
か
け
る
「
全
国
共
同

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
全
国
29
道

府
県
、
98
市
区
町
で
実
施
し
ま

し
た
。「
お
い
し
く
残
さ
ず
食

べ
き
ろ
う
」
を
共
通
の
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
、
各
自
治
体

で
ポ
ス
タ
ー
や
ち
ら
し
を
企

業
や
飲
食
店
に
配
布
し
て
啓

発
を
行
い
ま
し
た
。

食
べ
き
り
実
践
企
業
を
表
彰

　

今
年
度
新
た
に
、宴
会
な
ど
で
食
べ
き
り
を
実
践
し
た「
お

い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
実
践
企
業
」
2
企
業
・
3
団
体
に

対
し
、
他
の
模
範
と
な
る
取
り

組
み
を
行
い
、
食
品
ロ
ス
削
減

に
貢
献
し
た
と
し
て
、
令
和
元

年
11
月
23
日
の
「
ふ
る
さ
と
環

境
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」
に
お
い

て
「
食
べ
き
り
実
践
奨
励
賞
」

の
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。

「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き

り
実
践
企
業
」
は
、「
食
べ
き
り
オ
ー
ダ
ー
シ
ー
ト
」
を
用

い
て
、
男
女
比
や
年
代
、
料
理
の
分
量
の
要
望
を
お
店
に
伝

え
、
適
量
注
文
で
お
い
し
く
食
べ
き
る
宴
会
を
実
践
す
る
企

業
・
団
体
で
す
。
令
和
２
年
２
月
末
現
在
、
99
事
業
所
が
登

録
し
て
い
ま
す
。

外
食
時
の
食
べ
き
り
実
践
を
促
進

　

同
じ
く
今
年
度
、
外
食
時
の
食
べ
き
り
実
践
を
促
す
た
め
、

「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
実
践
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
ま
し
た
。「
食
べ
き
り
運
動
協
力
店
」
58
店
舗
で
、
お

い
し
く
食
べ
き
り
シ
ー
ル
を
集
め
て
応
募
い
た
だ
い
た
方
に

抽
選
で
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
進
呈
し
ま
し
た
。

食
べ
き
り
実
践
手
帳
の
作
成

　

ま
た
、
外
食
時
に
加
え
、
新
た
に
家
庭
で
の
食
べ
き
り
実
践
を

促
進
す
る
た
め
、「
お
い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
運
動
」
を
実
践
し

て
き
た
連
合
婦
人
会
か
ら
食
べ
き
り
の
コ
ツ
を
取
り
ま
と
め
た「
お

い
し
い
ふ
く
い
食
べ
き
り
実
践
手
帳
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

食べきり実践
キャンペーン
パンフレット

共同宣言式食べきり実践企業表彰式
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３
Ｒ
の
促
進　

マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
の
展
開

　

県
で
は
、令
和
元
年
度
か
ら
、ご

み
の
減
量
化（
R
e
d
u
c
e（
リ

デ
ュ
ー
ス
））を
目
指
し
て
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
等
の
使
い
捨
て
容
器

に
替
わ
り
、水
筒
や
タ
ン
ブ
ラ
ー

な
ど
、繰
り
返
し
使
え
る
飲
料
容

器（
マ
イ
ボ
ト
ル
・
マ
イ
タ
ン
ブ

ラ
ー
）の
利
用
を
進
め
る
マ
イ
ボ

ト
ル
運
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

マ
イ
ボ
ト
ル
等
に
購
入
し

た
飲
み
物
を
入
れ
て
も
ら
え

る
県
内
の
喫
茶
店
や
コ
ン
ビ

ニ
な
ど
を「
マ
イ
ボ
ト
ル
運
動

協
力
店
」と
し
て
県
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と
も

に
、目
印
と
な
る
ス
テ
ッ
カ
ー

を
配
布
し
、周
知
し
て
い
ま
す
。

協
力
店
は
、令
和
２
年
２
月
末

時
点
で
１
４
５
店
舗
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、10
月
の
秋
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
に
、県
内
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
や
ホ
ー
ム

セ
ン
タ
ー
、百
貨
店
な
ど
30
店

舗
の
協
力
を
得
て
、マ
イ
ボ
ト
ル
の
専
用
コ
ー
ナ
ー
を
設
置

し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
県
庁
ホ
ー
ル
や
「
ふ
る
さ
と
環
境
フ
ェ
ア

２
０
１
９
」、「
つ
る
が
環
境
フ
ェ
ア
」
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

問
題
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

ポ
イ
捨
て
防
止
の
推
進

同
様
に
ご
み
の
減
量
化
の
取
組
み
と
し
て
、
ト
ラ
ッ
ク
や

タ
ク
シ
ー
等
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、
マ
イ
バ
ッ
グ
や
タ
ン
ブ

ラ
ー
な
ど
の
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
す
る
ポ
イ
捨
て
ス
ト
ッ
プ

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
、
秋
の
交
通
安
全
運
動
期
間
中
を
中
心
に
、

計
6
回
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
運
輸
・
旅
客
事
業
所
を
対
象
に
、「
ポ
イ
捨
て
防

止
の
呼
び
か
け
活
動
」、「
マ
イ
ボ
ト
ル
運
動
の
推
進
活
動
」

な
ど
に
協
力
す
る
「
ポ
イ
捨
て
ゼ
ロ
宣
言
登
録
事
業
所
」
を

募
集
し
ま
し
た
。
令
和
２
年
２
月
末
現
在
、
登
録
数
は
30
事

業
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。

雑
が
み
分
別
の
促
進

「
雑
が
み
」
と
は
、
家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
リ
サ
イ
ク
ル
で

き
る
紙
類
の
こ
と
で
す
。
家
庭
か
ら
出
る
燃
や
せ
る
ご
み
の

う
ち
紙
ご
み
は
約
25
％
で
あ
り
、
そ
の
う
ち
68
％
は
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
る
紙
で
す
。
こ
う
し
た「
雑
が
み
」を
分
別
し
、「
燃

や
せ
る
ご
み
」を
減
ら
し（
R
e
d
u
c
e（
リ
デ
ュ
ー
ス
））、

回
収
し
て
資
源
化
す
る（
R
e
c
y
c
l
e（
リ
サ
イ
ク
ル
））

取
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
家
庭
で
の
雑
が
み
分
別
の
普
及
啓
発
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、
民
間
回
収
拠
点
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
の
店
頭
で
、

雑
が
み
分
別
ち
ら
し
お
よ
び
雑
が
み
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
配
布
す

る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
県
と
市
町
が
共
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん
」
知
っ
て
い
ま
す
か
？

修
理
し
て
も
の
を
長
く
使
う
こ
と（
R
e
u
s
e（
リ
ユ
ー

ス
））
は
大
切
な
こ
と
で
す
。
県
で
は
、
壊
れ
た
時
計
や
家

具
等
の
修
理
を
請
け
負
う
「
ま
ち
の
修
理
屋
さ
ん
」
の
利
用

を
促
す
た
め
の
取
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
10
月
に
は
無
料
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
や
修
理
代
金
の

割
引
な
ど
の
特
典
が
受
け
ら
れ
る
Ｐ
Ｒ
月
間
の
実
施
や
、
お

手
入
れ
講
座
、
修
理
体
験
を
開
催
し
ま
し
た
。

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
修
理
店
舗
の
情
報
や
修
理
事

例
、
日
常
生
活
で
活
か
せ
る
、
長
持
ち
さ
せ
る
た
め
の
お
手

入
れ
の
コ
ツ
も
紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、
自
分
に
ぴ
っ
た
り

の
お
店
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

３R

Reduce　（リデュース）
Reuse  　（リユース）
Recycle　（リサイクル）

マイボトル運動
協力店ステッカー

マイボトル専用コーナー

雑がみ回収ボックス

PR月間ちらし
啓発ちらし

ふくい まちの修理屋さん

修理体験の様子
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野
外
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖

県
で
は
、
特
別
天
然
記
念
物
で
あ
り
生
態
系
の
頂
点
に
立

つ
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
自
然
再
生
の
シ
ン
ボ
ル
と
位
置
付
け
、
兵

庫
県
立
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
郷
公
園
か
ら
ペ
ア
を
借
り
受
け
て
共

同
研
究
と
し
て
飼
育
・
繁
殖
・
放
鳥
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
か
ら
30
年
に
か
け
て
、
越
前
市
で
生
ま
れ
た
ヒ
ナ

9
羽
を
越
前
市
内
で
放
鳥
し
ま
し
た
。
地
域
の
方
々
と
コ
ウ

ノ
ト
リ
が
生
息
す
る
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
で
、
コ

ウ
ノ
ト
リ
の
保
全
や
、
結
果
的
に
生
態
系
を
ま
る
ご
と
大
き

く
保
全
し
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

飼
育
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖
制
限

平
成
30
年
に
飼
育
コ
ウ
ノ
ト
リ
ペ
ア
が
福
井
県
で
初
め
て

産
ん
だ
有
精
卵
か
ら
生
ま
れ
た
3
羽
を
放
鳥
し
ま
し
た
。
次

年
度
か
ら
数
年
間
は
同
ペ
ア
の
子
の
放
鳥
は
し
な
い
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

日
本
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
は
一
度
野
生
絶
滅
し
て
い
ま
す
が
、

狩
猟
、
営
巣
場
所
と
な
る
ア
カ
マ
ツ
の
減
少
、
農
薬
に
加
え
、

近
親
交
配
が
大
き
な
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
飼
育
・
野

外
を
問
わ
ず
、
日
本
の
全
て
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
に
は
個
体
番
号

を
付
け
、
血
統
登
録
書
に
情
報
を
記
載
し
て
い
ま
す
。
こ
の

デ
ー
タ
を
繁
殖
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
解
析
し
、
将

来
の
野
外
コ
ウ
ノ
ト
リ
個
体
群
の
遺
伝
的
多
様
性
が
保
た
れ

る
よ
う
な
放
鳥
個
体
の
選
定
を
、
日
本
国
内
全
て
の
飼
育
施

設
が
共
同
で
行
っ
て
い
ま
す
。

福
井
県
で
も
ペ
ア
の
産
ん
だ
卵
が
無
精
卵
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、他
の
ペ
ア
の
有
精
卵
と
す
り
替
え
る
「
托
卵
」
を
行
っ

て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
で
の

解
析
を
元
に
提
供
さ
れ
た
卵
を
用
い
て
お
り
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
戦
略
的
な
野
生
復
帰
の
た
め
に
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
で
し
た
。

県
内
で
は
55
年
ぶ
り
と
な
る
野
外
で
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
孵
化

令
和
元
年
5
月
9
日
、
越
前
市
安
養
寺
町
の
人
工
巣
塔
で
、

野
外
で
は
55
年
ぶ
り
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
孵
化
し
ま
し
た
。
父

親
は
福
井
県
が
放
鳥
し
た
個
体
で
す
が
、
子
育
て
に
は
失
敗

し
ま
し
た
。
経
験
不
足
か
ら
か
、
一
般
的
に
初
め
て
の
繁
殖

は
失
敗
す
る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

県
内
で
は
58
年
ぶ
り
と
な
る
野
外
で
の
コ
ウ

ノ
ト
リ
の
巣
立
ち

坂
井
市
で
は
別
の
ペ
ア
が
鉄
塔
や
住
宅
街
の
電
柱
に
繰
り

返
し
巣
作
り
を
し
、
感
電
死
や
そ
れ
に
伴
う
停
電
を
防
ぐ
た

め
巣
材
が
次
々
に
撤
去
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
最
終
的
に
巣
作

り
し
た
場
所
が
た
ま
た
ま
バ
イ
パ
ス
可
能
な
電
柱
で
あ
り
、

住
民
の
方
々
が
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
繁
殖
を
受
け
入
れ
る
こ
と
を

決
断
、
北
陸
電
力
株
式
会
社
の
社
会
貢
献
活
動
と
し
て
バ
イ

パ
ス
工
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
産
卵
、
孵
化
に

至
り
、
両
親
は
仲
良
く
落
ち
着
い
て
４
羽
の
ヒ
ナ
を
無
事
に

育
て
ま
し
た
。
幼
鳥
４
羽
は
７
月
下
旬
か
ら
８
月
上
旬
に
か

け
て
次
々
と
巣
立
ち
ま
し
た
。
こ
の
巣
立
ち
は
昭
和
36
年
５

月
に
小
浜
市
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
幼
鳥
２
羽
が
巣
立
っ
て
以
来
、

野
外
で
は
58
年
ぶ
り
と
な
り
ま
し
た
。

坂
井
市
で
巣
立
っ
た
幼
鳥
が
韓
国
へ
渡
来

巣
立
ち
後
も
親
子
は
10
月
下
旬
ま
で
同
行
し
、
飛
び
方
や

餌
の
取
り
方
な
ど
を
学
び
ま
し
た
が
徐
々
に
親
離
れ
し
て
長

距
離
移
動
を
開
始
、
3
羽
は
長
崎
県
対
馬
市
、
福
岡
県
宗
像
市

で
目
撃
さ
れ
た
後
、
相
次
い
で
韓
国
の
全
羅
南
道
、
全
羅
北
道

で
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
国
内
野
外
個
体
が
韓
国
へ
渡
来
す

る
の
は
そ
れ
ぞ
れ
6
、
7
、
8
例
目
と
な
り
ま
し
た
。
残
る
1

羽
も
無
事
に
福
井
県
を
飛
び
立
ち
、
京
都
府
久
美
浜
町
、
島
根

県
出
雲
市
で
撮
影
さ
れ
て
い
ま
す
。

繁殖制限のため夏までネットで分けて
飼育したペア（平成31年３月29日）

坂井市の電柱で育った４羽のヒナ
（令和元年７月22日）

韓国で撮影された坂井市生まれの幼鳥
（Hong cheolhee 氏、Jeong Hajin 氏撮影）

（令和元年12月12日）
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里
山
里
海
湖
研
究
所
の
活
動

若
狭
町
の
三
方
湖
畔
に
設
置
さ
れ
た
福
井
県
里
山
里
海
湖

研
究
所
で
は
、「
地
域
を
元
気
に
す
る
実
学
研
究
」
の
拠
点
と

し
て
、
様
々
な
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

①
保
全
活
動
の
機
運
の
醸
成

里
山
里
海
湖
研
究
所
で
行
わ
れ
る
里
山
里
海
湖
の
保
全
再
生

に
関
す
る
研
究
成
果
は
、
専
門
の
学
会
で
発
表
を
行
う
ほ
か
、
三

方
五
湖
・
北
潟
湖
の
両
自
然
再
生
協
議
会
で
活
用
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
広
く
県
民
を
対
象
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
で
研
究

成
果
の
普
及
と
浸
透
を
図
り
、
里
山
里
海
湖
の
保
全
・
再
生

に
対
す
る
意
識
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

②
自
然
体
験
・
自
然
再
生
活
動
へ
の
市
民
参
加

ア 

福
井
ふ
る
さ
と
学
び
の
森

里
山
里
海
湖
研
究
所
で
は
、
自
然
体
験
・
自
然
観
察
・

自
然
再
生
に
県
民
自
ら
が
参
加
し
、
楽
し
み
な
が
ら
、
人

の
暮
ら
し
と
自
然
と
の
関
わ
り
を
学
ぶ
「
福
井
ふ
る
さ
と

学
び
の
森
」
を
設
け
、
里
山
に
触
れ
親
し
む
機
会
を
提
供

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
元
年
度
か
ら
は
、
幼
少
時
期
か
ら
の
自
然

体
験
を
県
内
で
広
げ
て
い
く
た
め
、
学
び
の
森
に
お
い
て

保
育
士
を
目
指
す
学
生
に
森
の
よ
う
ち
え
ん
活
動
に
参
加

し
て
も
ら
う
ほ
か
、
竹
林
管
理
と
利
用
に
関
す
る
講
習
等
、

実
践
的
な
里
山
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

イ 

福
井
ふ
る
さ
と
学
び
の
海
湖

県
内
の
海
湖
（
川
を
含
む
）
に
お
い
て
、
海
湖
の
自
然

を
感
じ
、
学
ぶ
体
験
活
動
お
よ
び
海
湖
を
保
全
す
る
体
験

活
動
を
広
く
県
民
に
提
供
す
る
団
体
と
し
て
「
福
井
ふ
る

さ
と
学
び
の
海
湖
」
活
動
団
体
を
登
録
し
、「
福
井
ふ
る

さ
と
学
び
の
森
」
団
体
の
イ
ベ
ン
ト
と
と
も
に
広
報
を

行
い
ま
し
た
。
今
後
、
登
録

さ
れ
た
学
び
の
海
湖
団
体
同

士
の
情
報
交
換
や
学
び
の
森

登
録
団
体
と
も
連
携
を
図
り
、

福
井
の
里
山
里
海
湖
に
広
く

県
民
が
気
軽
に
触
れ
、
親
し

み
、
学
ぶ
機
会
を
提
供
し
て

い
き
ま
す
。

年
縞
博
物
館
開
館
１
周
年
を
迎
え
て

三
方
五
湖
の
一
つ
で
あ
る
水
月
湖
の
湖
底
に
は
、
お
よ
そ

７
万
年
の
歳
月
を
か
け
て
積
み
重
な
っ
た
「
年
縞
（
ね
ん
こ

う
）」
と
よ
ば
れ
る
縞
模
様
の
地
層
が
形
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

水
月
湖
の
年
縞
は
、
考
古
遺
物
な
ど
の
年
代
を
測
る
「
放
射

性
炭
素
年
代
測
定
法
」
の
補
正
に
利
用
さ
れ
、
そ
の
精
度
を

飛
躍
的
に
向
上
さ
せ
た
こ
と
か
ら
、「
世
界
標
準
の
年
代
の
も

の
さ
し
」
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
年
縞
に
含
ま
れ
る
花

粉
や
火
山
灰
な
ど
か
ら
、
過
去
の
気
候
や
環
境
の
変
化
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
の
年
縞
を
テ
ー
マ
に
し
た
若
狭
町

の
「
福
井
県
年
縞
博
物
館
」
は
、
令
和
元
年
９
月
に
開
館
１

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

年
縞
博
物
館
の
取
り
組
み

年
縞
博
物
館
に
は
、
令
和
元
年
９
月
時
点
で
、
約

６
万
３
千
人
に
ご
来
館
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
展
示
内

容
や
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
に
よ
る
解
説
が
好
評
を
博
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
結
果
で
も
満
足
度
が
９
割
を
超
え
る
評
価
を
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
古
代
エ
ジ
プ
ト
文
明-

気
候
変
動
と
水
辺
の
民-

」

（
令
和
元
年
８
月
１
日
～
９
月
30
日
）
と
題
し
た
特
別
企
画
展

を
開
催
し
、
２
か
月
間
で
約
１
万
５
千
人
に
観
覧
い
た
だ
き

ま
し
た
。
記
念
講
演
で
は
吉
村
作
治
氏
（
東
日
本
国
際
大
学

学
長
）
を
講
師
と
し
て
お
招
き
し
、
約
３
０
０
人
の
方
に
来

場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
後
の
展
望

立
命
館
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ
り
水
月
湖
年
縞
の
科
学
的

な
価
値
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
国
内
外
に
博
物
館

を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
で
、
福
井
県
の
教
育
や
観
光
に
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
特
別
企
画
展
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
定
期
的
に

開
催
し
、
リ
ピ
ー
タ
ー
の
確
保
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
。

【
開
館
時
間
】
９
時
～
17
時
（
入
館
は
16
時
半
）

【
休 

館 

日
】
火
曜
日
、
年
末
年
始

学びの森での森のようちえん活動

水月湖の年縞（洪水などの痕跡）

吉村作治氏による記念講演

年縞博物館外観

特別企画展の様子
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「
残
そ
う
・
伝
え
よ
う
！
」

生
き
も
の
保
全
事
業

福
井
県
に
生
息
生
育
す
る
動
植
物
は
約
８
５
０
０
種
あ
り
、

こ
の
う
ち
、
動
物
５
３
３
種
、
植
物
７
３
１
種
が
県
の
レ
ッ

ド
リ
ス
ト
（
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ
る
野
生
動
植
物
）
に
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
か
つ
て
普
通
に
見
ら

れ
た
メ
ダ
カ
や
ト
ノ
サ
マ
ガ
エ
ル
等
の
種
も
含
ま
れ
て
い
ま

す
。こ

う
い
っ
た
生
き
物
が
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
（
生

物
多
様
性
が
失
わ
れ
て
い
る
）
状
況
は
本
県
に
限
ら
れ
た
も

の
で
は
な
く
、
そ
の
要
因
と
し
て
、
農
業
形
態
の
変
化
（
農

地
整
備
や
農
薬
の
使
用
等
）
や
、
天
然
林
の
人
工
林
化
の
ほ

か
、
里
地
里
山
の
管
理
不
足
等
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、

本
来
そ
の
地
域
に
生
息
し
て
い
な
い
外
来
生
物
が
人
為
的
に

持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
在
来
生
物
を
捕
食
す
る
な
ど

悪
影
響
も
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
県
で
は
、
地
域
の
貴
重
な
財
産
で
あ
る

野
生
生
物
を
守
り
次
の
世
代
に
継
承
す
る
こ
と
が
大
変
重
要

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
地
元
の
小
中
学
校
と
協
働
で
希
少

な
野
生
生
物
の
生
息
環
境
の
保
全
・
再
生
活
動
を
行
う
自
然

再
生
団
体
に
対
し
、
指
導
者
の
派
遣
や
活
動
に
か
か
る
経
費

の
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
勝
山
市
北
谷
町
に
生
育
し
て
い
る
ミ
チ
ノ
ク

フ
ク
ジ
ュ
ソ
ウ
（
県
域
絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
）
は
、
県
内
で
は
勝

山
市
で
の
生
育
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
地
の
林
縁
等
の

明
る
い
場
所
に
生
え
、
草
刈
り
な
ど
の
管
理
不
足
に
よ
り
生

育
が
脅
か
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
地
元
の
自
然
再
生
団
体
や

小
学
校
の
児
童
が
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、

坂
井
市
陣
ケ
岡
地
域
に
は
、
た
め
池
や
湿
地
が
点
在
し
、
コ

オ
イ
ム
シ
（
県
域
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
）
な
ど
の
水
生
昆
虫
が
生

息
し
て
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
が
侵
入
し
、
捕
食
さ

れ
る
こ
と
で
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
お
り
、
地
元
の
自
然
再

生
団
体
と
小
学
校
が
一
緒
に
な
っ
て
駆
除
活
動
を
行
い
、
水

辺
の
生
き
物
の
保
全
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
、
14
校
の
小
学
校
と
協
働
で
保
全
活
動

を
行
っ
て
い
る
11
団
体
の
自
然
再
生
活
動
に
対
し
て
補
助
を

行
っ
て
お
り
、
今
後
と
も
地
域
で
行
わ
れ
る
地
道
な
野
生
生

物
の
保
全
活
動
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ふ
く
い
大
作
戦

県
で
は
、
福
井
の
豊
か
で
美
し
い
自
然
環
境
を
守
る
た
め
、

県
民
・
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
環
境
美
化
活
動
を
行
う
「
ク

リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ふ
く
い
大
作
戦
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
は
、
９
月
を
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
強
調
月
間
と

し
て
、
地
域
住
民
や
市
町
、
企
業
・
団
体
と
と
も
に
、
県
内

各
地
で
ご
み
拾
い
等
の
環
境
美
化
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。

ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
強
調
月
間
の
キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
、
令
和
元
年
９
月
１
日
（
日
）、
福
井
市
内
の
神
社
や
寺

院
を
め
ぐ
り
な
が
ら
ゴ
ミ
を
拾
っ
て
ま
ち
を
き
れ
い
に
す
る

「
ク
リ
ー
ン
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、
県
内
で
活
動
す
る
ア
イ
ド
ル
や
芸
人
、
大
学
生

等
で
結
成
し
た
「
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ふ
く
い
応
援
団
」
の
ほ

か
、
個
人
・
団
体
問
わ
ず
幅
広
い
年
代
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大
会

チ
ー
ム
で
力
を
合
わ
せ
、制
限
時
間
内
に
決
め
ら
れ
た
エ

リ
ア
内
で
ご
み
を
拾
い
、そ
の
質
と
量
を
ポ
イ
ン
ト
で
競
い

合
う「
ス
ポ
ー
ツ
Ｇ
Ｏ
Ｍ
Ｉ
拾
い
大

会
」を
、令
和
元
年
９
月
15
日（
日
）

に
敦
賀
市
で
、29
日（
日
）に
鯖
江
市

で
開
催
し
ま
し
た
。

当
日
は
、ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
ふ
く

い
応
援
団
や
は
ぴ
り
ゅ
う
が
応
援
に

駆
け
付
け
る
中
、特
に
家
族
や
学
校

の
友
だ
ち
同

士
で
の
参
加

が
多
く
、非

常
に
活
気
の

あ
る
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

ミチノクフクジュソウ

ミチノクフクジュソウの保全活動 
（村岡小学校） （R1.10.9）

福井城祉周辺

神明神社境内

鯖江大会（鯖江市東公園陸上競技場周辺）

敦賀大会（気比の松原）
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環境ふくい推進協議会会長表彰  受賞者一覧

環境ふくい推進協議会では、環境保全活動のより一層の推進を図ることを目的として、地道に環境保全活
動に努められ、その活動が賞賛に値する個人・団体・学校・企業を表彰しています。令和元年度の受賞者は
次のとおりです。

部門 氏　　名（市町） 功　績　概　要

個　

人

北野　禎輝 （福井市）
公園の草刈、花壇整備を行うとともに、環境活動グループ「円山エコフ
レンズ」を立ち上げ、エコかるた大会・廃油を用いたキャンドルづくり
体験会などを開催し環境教育を推進しています。

阪本　周一 （坂井市）
野生動物保護や里山・里海の美化保全活動、地球温暖化防止の啓発、河川
の清掃活動の呼びかけなど幅広い活動を行っています。出前授業や自然観
察指導など若手の指導にも力を注いでいます。�

田嶋　哲雄　（坂井市）
福井県地球温暖化防止活動推進員（アースサポーター）として、温暖化防
止の出前授業を行っています。その他にも、田植え体験会、自然観察会を
通し、環境に対する意識の啓発に努めています。

永井　茂樹　（福井市）
足羽川に架かる幸橋～九十九橋間の河川敷において花壇整備を行って
います。近隣住民や企業などの協力を得て、地域を巻き込んだ環境保全
活動を推進しています。

団　

体

あわらの自然を愛する会
（あわら市）

地域の小学校や子ども園等と連携した里山保全活動、国有林での自然観
察会などに取り組んでいます。他にも、北潟湖の湿地帯の調査・整備、
観察会の実施など、あわらの自然の保全と魅了発掘に寄与しています。

清水北地区里山の会　
（福井市）

誰もが気軽に里山を散策できるよう整備を行い、里山トレッキングなど
里山の魅力を伝えるイベントを実施しています。また、近隣小学校への
出前授業も行っています。

特定非営利活動法人
世界に誇るラムサール湿地
三方五湖を育む会　（若狭町）

町内中学生を対象としたバイオマスに関する説明や廃材を原料とした
ペレット燃料の製造工程見学を通して循環型社会の大切さを伝えてい
ます。

特定非営利活動法人
ドラゴンリバー交流会　

（福井市）

毎年 3 月に足羽川沿いの各自治会、企業、住民に呼びかけ大規模な清
掃活動を行うなど、九頭竜川、足羽川流域における環境保全活動を実施
しています。

学　

校

大野市有終南小学校　（大野市）
地域の協力を得ながら、大野市の水文化を探究する活動を実施していま
す。本願清水に生息するイトヨの生態や生息数減少の原因の調査を通し
て、環境保全やふるさとに対する意識の醸成を図っています。

敦賀気比高等学校付属中学校
（敦賀市）

中池見湿地で水質調査や生物調査、アメリカザリガニの駆除等を実施し
ています。つるが環境フェアや県合同課題研究発表会などにおいて、生
物多様性や湿地内の水環境保全の重要性を紹介しています。

企　

業
小浜信用金庫　（小浜市） ＮＰＯ法人「はまっこネットワーク」を設立し、植樹作業への職員の参加、

桜苗木の寄贈などを行い、地域の環境保全に貢献しています。

16



私たちの活動紹介
里山保全の植樹活動

里山への思いと保全活動

小浜信用金庫

あわらの自然を愛する会

平成19年２月に小浜信用金庫内において地域金融機関としての
役割をより一層深めることを目的として、地域社会貢献活動を中
心とした企業内ＮＰＯ法人「はまっこネットワーク」を設立しました。

設立後は、環境保全、子育て支援、市民活動団体との連携およ
び協力等を中心に活動しています。

上記活動の中で平成24年から三方上中郡若狭町井ノ口において、
環境保全事業の一環として、私たち小浜信用金庫職員と井ノ口里
山をまもる会および井ノ口区民の方々と共に里山の植樹活動を年
に1回実施しています。

平成29年11月には、これまでの活動が評価され、小浜信用金庫・
はまっこネットワークに対して「井ノ口区長」「井ノ口里山をまもる
会」の連名で感謝状をいただくなど、活動にも励みが出てきています。

今後も里山を守る植樹活動をはじめ、様々な社会貢献活動を通
じて、地域との共生に取り組んでいきます。

日本の原風景でもある里山、下草や落葉は家畜の飼料や肥料に、
そして枯枝や間伐材は薪や炭としての燃料になります。更に春に
は山菜や山野草秋に木の実等の山の幸の恵みとあらゆる物が私た
ちの社会生活に密接な繋がりがあり、自然からの副産物を最大限
利用してきました。ところが、昭和30年代後半から40年代にか
けて、プロパンガスや灯油に代表される燃

・
料
・

革
・

命
・

により、自然素
材は利用されなくなり、それと共に里山へ足を向ける人は皆無に
なりました。ほどんどの森林（里山）は管理をする人もなく、枯
損木が無数にあり、蔦や茨が繁茂し、入る事さえできない状態で
した。里山（森林）の役割として、「国土の保全」、「水源の涵養」、

「木材の供給」、「セラピー」と幾種もありますが、今一度自然の力、
里山の恵みを得て、後世の人たちに遺していこうとの思いが原点
でした。

【活動状況１】
まず最初に実施したことは里山の整備でした。１年目にようや

く枯損木と間伐の整備ができ、陽がさし込んできました。翌春に
はササユリやノアザミ等の山野草が我が世の春とばかり、芽を出
し、花をつけ、里山の一役を担ってくれました。努力は僅かでは
あっても実を結びつつあります。

【活動状況２】
諸々の活動の中で数多く実施していることは自然観察会、植樹

や枝切り等の体験会、更に里山からの副産物でもある竹や間伐材
等を利用したミニチュア創り等を手掛けました。里山への関心（興
味）を増やし、再整備に繋げる活動を実施しています。 

希少種保全活動

植樹体験会

枝打ち体験会
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環境影響評価 ■・環境影響評価法施行令の一部を改正する政令（令和元年政令第53号）
 　　概要　  環境影響評価法施行令（平成9年政令第346号）が改正され、環境影響評価の対象事業に太陽電池発電所の設置の事業および発電設備

の新設を伴う太陽電池発電所の変更の工事が追加された。
 　　公布　令和元年7月5日
 　　施行　令和2年4月1日

水質 ■・浄化槽法の一部を改正する法律（令和元年法律第40号）
 　　概要　  浄化槽法（昭和58年法律第43号）が改正され、浄化槽の使用の休止の届出、休止の届出に係る浄化槽の保守点検・清掃・定期検査義

務の免除、浄化槽処理促進区域の指定および知事による浄化槽台帳の作成ならびに特定既存単独処理浄化槽に対する助言指導・勧告・
命令等が規定された。

 　　公布　令和元年6月19日
 　　施行　公布の日（令和元年6月19日）から起算して1年を超えない範囲内において政令で定める日（一部、公布の日）
 ■・排水基準を定める省令の一部を改正する省令の一部を改正する省令（令和元年環境省令第1号）
 　　概要　  排水基準を定める省令の一部を改正する省令（平成13年環境省令第21号）が改正され、「アンモニア、アンモニウム化合物、亜硝酸

化合物及び硝酸化合物」に係る暫定排水基準が適用されている業種のうち5業種について、暫定排水基準が強化され、他の2業種につ
いてさらに3年間適用が延長された。

 　　　　　  また、「ほう素及びその化合物」に係る暫定排水基準が適用されている業種のうち5業種について、「ふっ素及びその化合物」に係る
暫定排水基準が適用されている業種のうち3業種について、さらに3年間適用が延長された。（「ほう素及びその化合物」について2業種、

「ふっ素及びその化合物」について1業種は、改正前の排水基準を定める省令の一部を改正する省令のとおり暫定排水基準の適用がな
くなり、一般排水基準が適用される。）

 　　公布　令和元年6月20日
 　　施行　令和元年7月1日
 ■・水質汚濁防止法施行規則等の一部を改正する省令の一部を改正する省令（令和元年環境省令第15号）
 　　概要　  カドミウム及びその化合物に係る暫定排水基準（金属鉱業に属する特定事業場：0.08 mg/L）が見直され、現暫定基準値の適用期間

が令和3年11月30日まで延長された。
 　　公布　令和元年11月18日
 　　施行　令和元年12月1日

化学物質 ■・毒物及び劇物指定令の一部を改正する政令（令和元年政令第31号）
 　　概要　  毒物及び劇物指定令（昭和40年政令第2号）が改正され、新たに9物質が劇物に追加され、３物質が劇物から除外された。
 　　公布　令和元年6月19日
 　　施行　令和元年7月1日（一部、公布の日（令和元年6月19日））

廃棄物 ■・食品ロスの削減の推進に関する法律（令和元年法律第19号）
 　　概要　食品ロスの削減のため、国・地方公共団体の責務、基本方針・食品ロス削減推進計画の策定および基本的施策が定められた。（事業 
 　　　　　  者の責務が定められているが、直接、事業者を規制するものではない。）
 　　公布　令和元年5月31日
 　　施行　公布の日（令和元年5月31日）から起算して6月を超えない範囲内において政令
 ■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の一部を改正する省令（令和元年環境省令第5号）
 　　概要　産業廃棄物の廃プラスチック類の処理施設において、優良産業廃棄物処分業者が、産業廃棄物の廃プラスチック類を処分のために保 
 　　　　　管する場合は、保管量の上限を、当該施設の一日当たりの処理能力に相当する数量に28（現行制度上は14）を乗じて得られる数量とされた。
 　　公布　令和元年9月4日
 　　施行　公布の日（令和元年9月4日）
 ■・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則及びポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法施行規則の一部を改正 
 　　する省令（環境省令第19号） 
 　・廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第12条の2第5項第1号イ及びロ並びに第12条の7第5項第1号に規定する環境大臣が定める産業廃 
 　　棄物を定める件（環境省令第35号） 
 　・無害化処理に係る特例の対象となる一般廃棄物及び産業廃棄物及びポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法施行 
 　　規則第4条第2項及び第7条第2項の規定に基づき環境大臣が定める方法の一部を改正する件（環境省令第36号）
 　　概要　  PCB 廃棄物の処理をさらに促進するため、ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法施行規則の一部改正

等が行われた。 
 　　　　①ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法施行規則 
 　　　　 ・高濃度PCB 廃棄物の基準および高濃度PCB 使用製品の基準について、PCB 汚染物等に係る数値を変更するもの。 
 　　　　②廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則 
 　　　　 ・産業廃棄物処理施設の技術上の基準及び同施設の維持管理の技術上の基準について、燃焼ガスに係る温度を850℃とする焼却施設の 
 　　　　　処理対象となる産業廃棄物を別途環境大臣が定める。また、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則の技術上の基準に係る規定 
 　　　　　を改正するもの。 
 　　　　③廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行規則第12条の2第5項第1号イ及びロ並びに第12条の7第5項第1号に規定する環境大臣が定める 
 　　　　　産業廃棄物 
 　　　　 ・無害化処理に係る特例の対象となるポリ塩化ビフェニル汚染物の変更 
 　　　　④ポリ塩化ビフェニル廃棄物の適正な処理の推進に関する特別措置法施行規則第4条第2項及び第7条第2項の規定に基づき環境大臣が定 
 　　　　　める方法 
 　　　　・金属くず等以外のPCB廃棄物及びPCB使用製品の判定基準値の変更
 　　公布　令和元年12月20日
 　　施行　公布の日（令和元年12月20日）

主な環境関連法令の改正情報 （H31.2. 〜 R2.1.）法令チェックなどにご利用ください。
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フロン ■・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律の一部を改正する法律（令和元年法律第25号）
 　　概要　  フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律（平成13年法律第64号）が改正され、ユーザーがフロン回収を行わない違反

に対する罰則の導入、廃棄物・リサイクル業者等へのフロン回収済み証明の交付の義務付け、都道府県による解体現場等への立入検
査等の対象範囲の拡大、解体業者等による対象機器の有無の確認記録の保存の義務付けおよび廃棄物・リサイクル業者等がフロン回
収済み証明の確認ができない機器の引取りの禁止等が定められた。

 　　公布　令和元年6月5日
 　　施行　公布の日（令和元年6月5日）から起算して1年を超えない範囲内において政令で定める日（一部、公布の日）
 ■・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律の一部を改正する法律の施行期日を定める政令（令和元年政令第119号）
 　・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律施行令の一部を改正する政令（令和元年政令第120号）
 　・特定解体工事元請業者が特定解体工事発注者に交付する書面に記載する事項を定める省令の一部を改正する省令（令和元年経済産業省・国 
 　　土交通省・環境省令第2号）
 　・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律に係る民間事業者等が行う書面の保存等における情報通信の技術の利用に関する法 
 　　律施行規則（令和元年経済産業省・国土交通省・環境省令第3号）
 　・フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律施行規則の一部を改正する省令（令和元年経済産業省・環境省令第5号）
 　・フロン類の使用の合理化及び特定製品に使用されるフロン類の管理の適正化に関する指針の一部を改正する件（令和元年経済産業省・国土 
 　　交通省・環境省告示第50号）
 　・第一種特定製品の管理者の判断の基準となるべき事項の一部を改正する件（令和元年経済産業省・環境省告示第5号）
 　　概要　  フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律の一部を改正する法律の施行期日を定める政令（令和元年政令第119号）が

公布され、フロン類の使用の合理化及び管理の適正化に関する法律の一部を改正する法律（令和元年法律第25号）の施行期日を令和
2年4月1日とされた。

 　　　　　また、フロン排出抑制法に係る上記の関係法令等が改正され、都道府県による報告の聴取範囲の拡大、機器廃棄時に解体業者等への 
 　　　　　引取証明書の写しの交付の義務化等の改正がなされた。
 　　公布　令和元年10月4日
 　　施行　令和2年4月1日

労働衛生 ■・労働安全衛生法施行令の一部を改正する政令（平成31年政令第149号）
 　・労働安全衛生規則の一部を改正する省令（平成31年厚生労働省令第68号）
 　　概要　  労働安全衛生法施行令（昭和47年政令第318号）および労働安全衛生規則
 　　　　　（昭和47年労働省令第32号）が改正され、健康管理手帳の交付の対象にオルト－トルイジンの製造・取扱業務が追加され、健康管理 
 　　　　　手帳の交付対象者の要件および手帳の様式が定められた。
 　　公布　平成31年4月10日
 　　施行　公布の日（平成31年4月10日）
 ■・労働安全衛生規則第95条の6の規定に基づき厚生労働大臣が定める物等の一部を改正する件（厚生労働省告示第191号）
 　　概要　有害物ばく露作業報告の対象物としてモリブデン化合物（三酸化モリブデンに限る。）を追加するもの。
 　　公布　令和元年12月5日
 　　施行　令和2年1月1日

危険物・消防 ■・危険物の規制に関する規則の一部を改正する省令（令和元年総務省令第34号）
 　・製造所等の泡消火設備の技術上の基準の細目を定める告示の一部を改正する件（令和元年総務省告示第150号）
 　　概要　  危険物の規制に関する規則（昭和34年総理府令第55号）および製造所等の泡消火設備の技術上の基準の細目を定める告示（平成23年

総務省告示第559号）が改正され、屋外タンク貯蔵所に係る水張検査を適用しない補修溶接に係る規定の整備、水素スタンドを併設
する給油取扱所の技術基準の見直し、地下貯蔵タンク等の定期点検実施期限の終期に係る規定の見直しおよび危険物施設の泡消火設
備に係る合成樹脂製のものを用いる場合の規定の整備等が行われた。

 　　公布　令和元年8月27日
 　　施行　公布の日（令和元年8月27日）

その他 ■・特定工場における公害防止組織の整備に関する法律施行規則の一部を改正する省令（平成31年財務省・厚生労働省・農林水産省・経済産業 
 　　省・国土交通省・環境省令第1号）
 　　概要　  特定工場における公害防止組織の整備に関する法律施行規則（昭和46年大蔵省・厚生省・農林省・通商産業省・運輸省令第3号）が

改正され、公害防止管理者等の資格のうち、技術士の必要な選択科目が改められた。
 　　公布　平成31年2月15日
 　　施行　平成31年4月1日
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みんなのかんきょう第71号に関
するお葉書、お手紙ありがとうござ
いました。今後も、より良い情報誌
とするため、みなさまのご意見ご感想をお待ち
しております。掲載希望記事等もお寄せください。

エコチャレで温暖化ストップ、雑紙回収でご
み問題を考えるなど、子ども達と一緒に考えた
いことが盛りだくさんで、ぜひ挑戦したいと思
いました。　　　　　　　　（永平寺町　Ｔさん）

�環境に関することが多く書かれており、とても
分かりやすい内容でした。� （鯖江市　Ｙさん）

令和元年11月23日（土・祝）に福井県産業
会館にて「ふるさと環境フェア2019」が開催
されました。今年は「未来へつなげるふくいの
環（わ）～つなげよう！ふくいの豊かな『いきもの』～」
をテーマに、動物たちとの触れ合いや生き物についての講
演等が行われました。また、脱プラスチックや省エネ等の
体験型のブースやステージイベントを通じて、県民の方々
に様々な環境問題に関する取組みに触れてもらい、福井の
環境を守り育てることの大切さと自分たちができる環境保
全を考えていただけたかと思います。
当協議会では団体や企業が行う環境保全を支援するため、

講義や企業見学等さまざまな事業を実施しております。今
後も環境に関する情報を発信し、県民の皆様の環境に関す
る意識を高めていきたいと思います。

環境ふくい推進協議会からのお知らせ

●環境ふくい推進協議会のホームページ、Facebookをご活用ください！
ホームページでは、環境保全に関するお知らせやイベント情報が検索できます！！自然体験活動や風景などの投

稿写真や支援事業の紹介、企業・団体の想いを紹介するページも掲載していますので、こちらもぜひアクセスして
みてください。
ecoイベント申込フォームからは、皆様からの環境に関する情報をホームページにアップでき、情報共有ができる

ようになっています。イベントの周知や参加者募集、実施後の活動報告としてお使いいただけます。アップした内
容は、月２回のメールマガジンにて会員の皆様に配信されます。

環境ふくい推進協議会

【HP】http://www.kankyou-fukui.jp/　　　【Facebook】https://www.facebook.com/kanfukyou

●環境ふくい推進協議会  会員募集！
環境ふくい推進協議会では、随時会員を募集しています。環境問題に関心のある方、本誌『みんなのかんきょう』

を読みたい方、当協議会主催行事等の情報を知りたい方は、ぜひご入会ください。お待ちしております！

＜年会費＞
個人会員：500円（１口以上何口でも可）
企業会員：10,000円（１口以上何口でも可）
団体会員：無料

＜お申し込み・お問い合わせ＞
環境ふくい推進協議会事務局（福井県環境政策課内）
TEL：0776-20-0301

環境アドバイザー制度をご活用ください！

当協議会では環境に関する学習会やイベントで、指導者や講師にお困りの方へ環境アドバイザーを派遣していま
す。環境アドバイザーは、環境問題やリサイクル、省資源・省エネ、自然保護など様々な分野の専門家です。
みなさんの町にも環境アドバイザーを呼んで、環境について学びませんか？どうぞお気軽にご相談ください。

＜お申し込み・お問い合わせ＞
環境ふくい推進協議会事務局　　　福井県自然環境課内（自然観察・自然体験）TEL:0776-20-0306
� 福井県環境政策課内（その他の分野）　　　TEL:0776-20-0301
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